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活動報告概要

会議区分 日時 場所

第１回２０２０年度イベント実行委員会※ ２０２０年 ８月１２日
上尾市文化センター

第２回２０２０年度イベント実行委員会※ ２０２０年１２月 ３日

第１６回広報ワーキング ２０２１年 ２月 ４日 WEB開催

※維持管理・環境管理専門委員会と合同開催

第2回2020年度イベント実行委員会
（2020年12月3日）

第１６回広報WG
（2021年2月4日）

秋イベント
（2020年10月18日）

イベント区分 日時 イベント名

協議会主催イベント ２０２０年１０月１８日 秋イベント

イベント区分 日時 イベント名

自治体主催イベント ２０２０年１１月 ７日 上尾市環境パネル展

上尾市環境パネル展
（2020年11月7日）

●第50回協議会(2020年2月6日)以降、広報ワーキングを1回、イベント実行委員会を2回、実施しました。

●広報ワーキングおよびイベント実行委員会では、協議会の活動の広報やイベントの具体的な実施内容等について協議しました。
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区分 内容 参照ページ

報告

•前回協議会で承認された内容で、イベントを実施しました。

•10/18の秋イベントにあわせて助成金で購入した資機材は維持管理作業や秋イベントで活用しています。

•対外発表を行いました。

•コロナ禍のため、主催イベント・自治体イベントの多くは中止となりました。

P5-13：秋イベント

P14-15：上尾市パネル展

P16-21：対外発表

提案

•HPの改訂(案)を提案します。

•パンフレットの改訂(案)を提案します。

•2021年度の広報活動計画(案)を提案します。

P22-24：HPの改訂(案)

P25-35：パンフレットの改訂(案)

P36-41：2021年度の広報活動計画(案)

主な報告・提案・発議事項

活動報告概要
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１．イベント
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１）秋イベント
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１）概要

【チラシ・ポスター】
・東京デザイン専門学校デザインを採用
・サイサン環境保全基金助成にて印刷

秋イベント実施状況

6

項目 内容

日時 １０月１8日（日） ９：３０～１２：００

タイトル 親子で楽しくエッグハント

目的 自然再生地・事業の認知拡大

場所・内容 【中池】①エッグハント、②昆虫観察、③水生生物展示

内容・担当

全体
実行委員長：川島委員長
会計：寄付金等管理事務局

当日

①エッグハント：堂本委員、小川委員、事務局

②昆虫観察：長畑委員、荒木委員

③水生生物展示：桶川西高校科学部11人（生徒８・教員３）

受付：事務局

班引率：各委員・事務局

司会：桶川西高校放送部４人（生徒３人、教員1人）

会場誘導・駐車場管理：事務局

参加人数 ３１人

参加費 200円 （＊協議会で予算承認済み）

広報

協議会作成のポスター・チラシ（右記参照）
広報誌

・上尾市広報誌（１０月号）
・桶川市広報誌（１０月号）
・上尾市フリーペーパー あげいる（10月号）
・ショッパー電子版（９/11掲載）
・桶川駅掲示板

SNS
・荒上ＨＰ・Ｔｗｉｔｔｅｒ・Facebook
・協議会Facebook

荒川上流河川事務所 記者発表

WEB掲示板
・EICネット
・環境らしんばん
・CANPAN 日本財団
・こどもエコクラブ

物品 参加者持参物：長袖、長ズボン、帽子、軍手、飲み物、マスク等

資金 サイサン環境保全基金助成活用

●東京デザイン専門学校提案（2019度）を活用し、桶川西高校や本田エアポートの協力を得て秋イベントを実施しました。



●イベントは、降雨予報のため予備日の１０月１8日（日）に実施し、参加者は31人でした。

●4班に分かれて、2班はエッグハント、残り2班は昆虫観察・水生生物観察を交代で行いました。

●桶川西高校の放送部・科学部に運営・出展協力を頂きました。また、本田航空株式会社に駐車スペース等の協力を頂き
ました。

２）実施状況

秋イベント実施状況

エッグハントの様子

昆虫観察の様子

エッグハント（種まき）の様子 水生生物観察の様子
（桶川西高校科学部のご協力）
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桶川西高校放送部のご協力
エッグハントのタマゴ



＜助成申請対象＞

３）収支

秋イベント実施状況

①支出

②収入

＜助成申請対象外＞
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品目 数量 金額（円）
チラシ・ポスター印刷 一式 52,038

ラベルシール 2セット 2,760

図鑑・すごろくセット印刷 一式 153,257

看板 1個 25,773

看板用土台 1個 4,245

エンジン式刈払機 2台 58,324

エンジン式チェーンソー 1台 26,272

チェーンソー用チェーンオイル 1個 980

合計 323,649

内容 品目 数量 単価（円） 金額（円）

参加費 参加費 参加者 31人 ２００/人 6,200

合計 6,200

内容 品目 数量 単価（円） 金額（円） 備考

保険 保険の申込 70 ３０/人 ２,100 参加者５０人想定・スタッフ1０人分＋予備１０人分

消耗品 適量 － 2,200 子供用軍手

合計 ４,300

●助成申請対象外･･･収支1,900円（収入6,200円－支出4,300円）

[2020年度助成決定額（助成額）：324,389]

すごろく 看板・看板用土台



４）アンケート結果

秋イベント実施状況

「①知っていた」、「②イベントで知った」は76％でした。 「①自宅に届いたチラシ」、「②学校・施設等で配布されたチラシ」、
「⑦知人・家族」 でイベントを知った方が多かったことが分かります。
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「①エッグハント」、「②昆虫観察」が多かったことが分かります。

N = 21人



４）アンケート結果

秋イベント実施状況

95％の方が「①とても楽しかった」、「②楽しかった」と
回答しました。
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「①エッグハント」、「②昆虫観察」、「③水槽展示」が
多かったことが分かります。

「①とてもかわいい」、「②かわいい」は90％でした。 71％の方が「①はい」と回答しました。

N = 21人



４）アンケート結果

秋イベント実施状況
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特に、昆虫・魚について、どれも興味が高いことが分
かります。次年度イベント企画の参考にします。

「春」または「秋」がよいことがわかります。
「自然の観察」や「生物の調査」の人気が高いようです。
次年度イベント企画の参考にします。

N = 21人



４）アンケート結果

秋イベント実施状況
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57％の方が「①はい」と回答しました。

Q9-2．差し支えなければ、その理由を教えてください。
「①はい」と答えた人
回答者

1 たのしいから
2 たのしかった。
3 楽しかったから。
4 子どもや孫の世代に引き継ぐ大切な活動だと思います。

回答

「②いいえ」と答えた人
回答者

1 まだ子供が小さいので会議などは難しい為
2 むずかしいから

回答

Q10．その他、ご意見があればきかせてください。
回答者

1

回答

とても楽しく気持ちのよい時間が過ごせました。ご準備大変だったと思い
ますが、スタッフの皆さんが温かく、参加されている子ども達が生き生き
していてよかったです。

N = 21人



４）アンケート結果

秋イベント実施状況
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近隣の自治体から来られた方が多く、地元の方に太郎
右衛門自然再生地を知っていただく良い機会となった
ものと思われます。

男女の割合はほぼ同数という結果となりました。

親子連れが多かったことから、１０歳未満・１０代、
３０・４０代が多い傾向でした。

N = 21人



２）上尾市環境パネル展
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上尾市環境パネル展の出展状況
●１１月７日（土）にJR上尾駅自由通路にて開催された「上尾市環境パネル展」（主催：上尾市環境推進協議会）に出展しました。

●東京デザイン専門学校（2019年度）企画提案の「駅広告」を、上尾市環境パネル展にてプレ展示しました。

会場 ＪＲ上尾駅自由通路

展示物 パネル展示（13枚）

日時 令和2年11月7日（土） 10:00～16:00

作成したパネル（15枚）

出展時の状況

120cm

180cm

昆虫鳥植物

予備（昆虫）



２．対外発表等
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１）応用生態工学会発表状況
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応用生態工学会発表状況
●１2月5日（土）に開催された「応用生態工学会2020 年Web 研究発表会」（主催：応用生態工学会）に発表しました。



２）サクラソウ移植活動の記者発表予定
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サクラソウ移植活動の記者発表予定
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サクラソウ移植活動の記者発表予定



３．HPの改訂
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HPは東京デザイン専門

学校のデザインであるこ

とを提示します。

このホームページの原案は、

東京デザイン専門学校ビジュアルデザイン科

3年生（2019年度）のデザインです。

「問題点」として

乾燥化や外来種な

どを紹介します。

自然再生地全体で

「魅力」と感じられ

る景観・生物を紹介
します。

各エリアでの自然再

生の「取り組みと成

果（目標種）」を紹
介します。

デザインを崩さない位

置・大きさで動画と

フェイスブック、パン
フレットをリンクさせ

ます。

荒上HPをリンクします。

HPの改訂について
●自然再生地のプロモーションに関する東京デザイン専門学校（2019年度）からの提案の一つとして、協議会HPデザイン案がありました。

現在のHPは開設当初のまま7年が経過しているため、これを機にデザイン・内容を改訂することとします。（第50回協議会提案・了承済み）

●協議会位置づけや会議記録、事業内容など基本的な事項は、荒上HPに網羅されていることから、情報の重複は回避して、以下方針で改訂します。

１）閲覧した方に現地の魅力が伝わるようにすることを主眼とします。

２）イベントなどの最新のニュースはフェイスブックを通じて荒上記者発表の内容を発信することとし、協議会HPにリンクを貼ります。

３）東京デザイン専門学校からYouTubeの活用提案も頂いたため、協議会HPに動画のリンクを貼ります。（学生作成動画、空撮映像等を予定）

４）事業やその他の基礎的な情報は荒上HPのリンクを貼ってそちらを参照いただくようにします。

●なお、広報WGでは、企業等の外部協力や連携についての紹介や新たな協力依頼などに関わる情報の掲載があると良いとの意見が出ており、これについ

ては本HPのさらなる改善点として、東京デザイン専門学校に依頼する取り組み課題として相談していきます。

東京デザイン専門学校（2019年度）デザイン案を活用した協議会HP改訂方針

アクセスはこちら

荒川太郎右衛

門地区までの

地図をリンク
させます。
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HPの改訂について

※参考：現在のHPのトップページ
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４．パンフレットの改訂
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１．現在の協議会パンフレット

●2013年に協議会パンフレットを作成しましたが、７年が経過し、内容が古くなっています。

●2019年度の工事終了を節目ととらえ、第50回協議会（ 2020年2月6日開催）において、今後の広報に向けて最新情報で更新したパンフレットを作成

することを提案し、了承されています。更新案を提案します。

パンフレット（2013年4月作成）

工事内容や下図の航空写真
（2002年）が古い状態です。

2013年4月製作です。

26



２．協議会パンフレットの改訂方針

●現在のパンフレットは、「協議会」「事業・整備内容」「生物」の紹介を基本としており、改訂に際してもこれを踏襲します。

見開きで8枚の構成についても踏襲します。

※別途、携帯性を考慮したA4の三つ折りマップを作成しているため、簡易化したものとはしません。

※イベントの参加者や協議会への協力交渉をする団体・企業などへの説明に用いるため、詳細化したものとはしません。

（仮にページ増とする場合、冊子ページは4の倍数で構成されるため、見開きで12枚等となります）

●各ページの改訂方針は次ページ以降のとおりとします。

●なお、広報WGでは、本パンレットや既存のマップリーフレット以外に、より現地の状況が詳しくわかるものなどがあると良いとの意見が出ており、こ

れらについては東京デザイン専門学校に依頼する取り組み課題として相談していきます。
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基本的なデザインはそのままとします。

２．協議会パンフレットの改訂方針

表紙

現在 更新(案)
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２．協議会パンフレットの改訂方針

裏表紙

デザインはそのままで情報を更新します。

（※更新対象は、圏央道、現地駐車箇所・看板等）

現在 更新(案)
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基本的なデザインはそのままとします。

２．協議会パンフレットの改訂方針

P1-2

作成当時の委員意見を踏まえて「ふりがな」を原則としてすべてにつけることとしま
したが、かえって読みにくくなっています。

「読んでいただく」人は中学生以上が想定されるため、ふりがなは最低限とします。

※以降、同様とします。

「市民参加」⇒「協議会」とします。

写真・文章は見直します。

現在、P6に記載されている協議会の概
要情報をこちらに記載します。

記載内容は現在よりも減らします。

ここは記載しません。

現在
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２．協議会パンフレットの改訂方針

更新(案)

ＳＤＧsについて記載予定です。

これを入れる場合は、このページに入れることを提案します。
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航空写真は新しいものとし、整備
地範囲とともに、看板位置・散策
ルート・見どころ・駐車箇所を示
します。

２．協議会パンフレットの改訂方針

P3-4

自然再生地の紹介とします。

整備地の説明を更新します。

（中池も追加します）

このページでは生物写真は
入れず、景観中心とします。

基本的なデザインはそのままとします。 写真・文章は見直します。
現在
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２．協議会パンフレットの改訂方針

更新(案)
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「上池」「中池」「下池」の主に整備地で見られる生物、
「自然再生地全体」で見られる生物という区分にします。

「目標種」の情報を追加します。

２．協議会パンフレットの改訂方針

P5-6

この部分はP2-3に移動します。

基本的なデザインはそのままとします。 写真・文章は見直します。

現在
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２．協議会パンフレットの改訂方針

更新(案)
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５．２０２１年度の広報活動計画（案）
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分類 活動内容と実績 成果 課題

ソ
フ
ト

イ
ベ
ン
ト

太郎・江川・三ツ又
の3地区合同観察会

• 2017～2019（４月に実施）
※2015は雨天中止、2020はコロナで中
止

• 毎回概ね定員程度の集客があり、参加者にも好
評です。

• 参加者は多く好評のため、エコロジカル・
ネットワークの観点から継続的に実施してい
く必要があります。

散策イベント

・2018～2019
合計5回実施

※2018年６月は雨天中止、2020に予定
の3回はコロナで中止

• 4回は自由参加型、1回は事前申込型で実施し
ました。自由参加型では参加者数の変動が大き
いですが、リピーターの参加もあり、一定の集
客があります。

• 「定期的」に継続していくためには、より運
営を省力化していく必要があるとの意見が出
ています。

ミドリシジミ観察・
下池植生管理

• 2016～2017、2019（6月に実施）
※2018は雨天中止、2020はコロナで中
止

• 定員に満たない場合が多いですが、参加者には
好評です。2019は学生団体に参加頂きました。

• 時期的に雨天となる場合が多く、ミドリシジ
ミを観察できるタイミングが難しい状況です。

地元住民（子ども）
対象のイベント

• 2012～2018、2020
毎年１０月にイベントを１回実施。

2013のみ５月と１１月に２回実施。
※2019は雨天中止。

• 学校等へのチラシ配布により集客は毎回順調で
です。チラシ配布による事業の周知効果もある
と思われます。
• リピーターが少しずつですが出てきています。

• 参加者は多く好評のため、今後もニーズに
あった企画を検討していく必要があります。

自治体イベントへの
出展

• 2014～2020
7年間で上尾市、川島町、桶川市、熊

谷市のイベントに合計27回出展。
※熊谷市は2018に臨時で出展

• 生物展示は好評です。
• 川島町主催のウォーキングイベントで、太郎右

衛門自然再生地を活用して頂く実績ができまし
た。

• アンケート結果においては、事業や自然再生
地の知名度が低いため、引き続き、普及啓発
に努めていく必要があります。

そ
の
他

ホームページやSNS
を活用した広報

• 2013.８～ ホームページ開設
• 2016.１１～ Facebook開設
• 2019～ 荒上SNSを自治体SNSでリ

ツィート

• HP勉強会を立ち上げ、HPおよびFacebookを
開設しました。（2019年度はFacebookでの
イベント告知のみ）
• イベント告知の際に、荒上SNSを自治体SNS

でリツィートして頂くようにしました。

• HP勉強会が休止中で、HPが更新できていな
いため、情報が古くなっている部分がありま
す。Facebookは事務局が更新しています。

イメージキャラク
ターの作成

• 2013.１２作成 • 「たろえもん」をチラシ等に掲載使用していま
す。

－

配布物
• パンフレットを2013年度に作成
• マップリーフレットを2018年度に作

成（サイサン助成金活用）

• イベントやマーケットリサーチの際に配布して
います。

• 情報が古くなっている部分があるため、更新
する必要があります。

ハ
ー
ド

看
板

現地看板

• 2012.２設置（横堤）
• 2019.１設置（外国語版や詳細情報は

荒上HPに掲載）
※2012.2に横堤に設置した看板は

2019.1に置き換え

• イベントなどの際に事業の内容を広報していま
す。

• 定期的に除草し、管理していく必要がありま
す。
• 台風第19号により、上池の一部看板が損傷し

たため、修繕する予定です。

１．広報WGの２０２１年度の活動方針
●２０２１年度の活動方針

 2020年度に続きイベント開催や自治体のイベントへの出展を実施します。

 多様な主体との連携協働による共催者やイベント協力者の輪が広がっています。これらをさらに進めます。

※参考：これまでの活動の成果と課題
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月 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ
ベ
ン
ト

協議会
主催

3日（土）
：合同観察会
（予備日4日）

22日（土）
：散策イベント

19日（土）
：ミドリシジミ観察・

下池植生管理

11日（土）
：散策イベント

2日（土）
：秋イベント
（予備日 3日）

15日（土）
：散策イベント

自治体
主催

29日（祝・木）
：川島町
「かわじまはるかぜ

ウォーク」

8日（日）
：桶川市
「おけがわ春の

ふれあいフェスタ」

上旬
：上尾市パネル展
23日（祝・火）
：川島町農業商工祭

民間
主催

適宜実施

＜２０２１年度イベント計画（案）＞

●協議会主催イベントは、従来イベントのバージョンアップ開催に加えて、ニューノーマルなイベントの開催を目指します。

桶川西高校との連携、東京デザイン専門学校アイデア活用、オンラインによるイベントや観察会の試行など、検討していきます。

●自治体主催イベントは、桶川西高校との連携や、東京デザイン専門学校からの提案を活用する企画を提案します。

 協議会主催イベント

 合同観察会 ：4月3日（土）に実施 ※予備日4月4日（日） エコロジカル・ネットワークの展開に向けて継続します。

 ミドリシジミ観察会 ：6月19日（土）に実施 将来の市民モニタリングにつながる内容であるため、継続します。

 秋イベント ：10月2日（土）に実施 ※予備日10月3日（日） 定例の年に1度の大規模イベントとして継続します。

日程については桶川西高校の予定を踏まえて調整し、科学部による魚類調査等も検討します。

企画全体については東京デザイン専門学校の2020年度２期及び、2021年度1期の成果活用を検討します。

 散策イベント ：5月22日（土）、9月11日（土）、1月15日（土）に実施 自然再生地の活用に向けたイベントとして継続します。

企画については東京デザイン専門学校の2020年度の成果活用を検討します。

 自治体イベントへの出展

 上尾市、川島町、桶川市 ：4月29日（祝）川島町、仮5月8日（日）桶川市、仮11月（上旬）上尾市、仮11月23日（祝）川島町

⇒ 地域の方々へ協議会や自然再生地を周知していくため、自治体イベントに参加していきます。

⇒ 桶川西高校との連携を進めていきます。また、東京デザイン専門学校からの提案がストックされていることから、この成果を公表し、太郎右衛門

自然再生地をプロモーションする好機ととらえ、自治体イベントに参加します。

 民間主催イベントへの協力

現時点で具体的な企画はありませんが、依頼があれば適宜協力します。

２．２０２１年度のイベント計画（案）
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１）2020年度の企画提案については、以下の活用を検討します。

①イベントの企画デザイン・・・協議会主催の3回の「散策イベント」での活用を検討します。

②プロモーションビデオ・・・協議会HPの改訂時に公開を検討します。（YouTubeへの配信など）

③看板デザイン・・・中池の案内看板にそれぞれ3ヶ月程度の期間で現地に掲示を検討します。

２）2021年度については、2020年度２期及び2021年度1期の成果の活用を検討します。

３．東京デザイン専門学校の成果活用について

企画提案

子供向けのカラフル看板デザイン

たろえもんの冒険（迷路）

中池のいきものたちを見つけてみよう！

■課題A：「中池」誘致の広告（看板デザイン）

【表彰作品】

中池看板（表側）

中池看板（裏側）

子ども向けに視認

性が高く、探しや
すい生物の絵をデ

ザイン。

自然再生地の地図

を迷路に迷路を描
き、上池から中池

へとにたどり着く
もの。

中池の生き物を紹介

するデザイン

中池看板設置予定箇所

中池看板設置イメージ
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３．東京デザイン専門学校の成果活用について
【表彰作品】

■課題C：荒川太郎右衛門自然再生地のプロモーションビデオ制作

企画提案

Taroemon's Journal

荒川太郎右衛門地区を知ろう！

荒川太郎右衛門の紹介動画

ドローンの映像を使いなが

ら生き物写真を連続的に紹
介するもの

自然再生の事業や取り組み

や動植物を紹介するモー
ショングラフィック作品

ドローンの映像と写真を組

み合わせて自然再生地を紹
介するもの
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３．東京デザイン専門学校の成果活用について
■課題B：ニューノーマルなイベントの企画デザイン

企画提案

巨大すごろく

たろえもんといきものスケッチ

企画提案

荒川の自然をスナップしてコレクションするイベント企画

「荒川 灯ろうまつり」たろえもんを灯せ

カメラを持って荒川太郎右衛門

自然再生地区を探索！

生き物や植物の「スナップショッ

ト」を撮影して、スクラップブック
を作るイベント

灯ろうを作り荒川の自然再生地に

設置し、鑑賞をしてもらう企画

イベント告知と同時に灯ろうキッ

トを配布もしくは、人が集まる場
所に設置して自ら持って帰っても

らい、事前に灯ろうを各家庭で
作ってもらう。

「あまり昆虫や植物に詳しくない親子」と

いう新しいターゲットに向けて、スマホ
GPS機能と既存アプリサービスを活用して、

現地で実寸大のすごろくを楽しみながら自
然再生地を体験する企画。

荒川にある植物・

動物・昆虫などの
希少な動植物を探

してスケッチを描
き、みんなで荒川

のいきもの図鑑を
コンプリートさせ

る企画。季節ごと
に生き物も変わる

ため、何度でもイ
ベントを行えるメ
リットもある。
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